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第
27
号 

 

平
成
二
七
年(

二
〇
一
五)

八
月
二
四
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

      
 
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

磯
川
半
兵
衛
の
算
額 

 
 

一
、
は
じ
め
に 

 

八
月
二
十
二
日
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
中
を
算
額
の

見
学
に
出
掛
け
ま
し
た
。
行
き
先
は
行
田
市
南
河

原
の
河
原
神
社
。
こ
こ
に
は
磯
川
半
兵
衛
の
算
額

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
普
段
は
見
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
市
の
文
化
財
担

当
に
事
前
連
絡
し
、
こ
の
日
、
神
社
の
「
さ
さ
ら

舞
」
の
お
祭
り
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
恐

ら
く
本
殿
は
開
け
ら
れ
て
い
て
、
見
学
で
き
る
の

で
は
と
考
え
て
の
こ
と
で
し
た
。
実
際
行
っ
て
み

る
と
そ
の
通
り
で
、
お
祭
り
の
準
備
を
さ
れ
て
い

る
方
に
来
意
を
告
げ
る
と
、
直
ぐ
に
見
学
と
撮
影

の
了
解
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
近
く
の
観
福
寺
に
も
同
じ
磯
川
半
兵
衛

の
算
額
の
あ
る
こ
と
が
『
埼
玉
の
算
額
』
に
あ
る

の
で
尋
ね
ま
し
た
。 

磯
川
半
兵
衛
徳
英
（
文
政
二
年(

一
八
一
九)

～

明
治
十
五
年(

一
八
八
二)

）
は
、
南
河
原
村
の
旧

家
の
生
ま
れ
で
、
群
馬
県
玉
村
町
板
井
の
斎
藤
宣

義
の
門
人
と
算
額
に
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
数
理

神
篇
』
の
下
巻
に
妻
沼
聖
天
宮
に
算
額
を
奉
納
し

た
こ
と
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
現
存
し
ま
せ
ん
。

磯
川
半
兵
衛
に
つ
い
て
は
こ
れ
位
の
こ
と
し
か
わ

か
ら
ず
調
査
は
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。 

  
 

二
、
河
原
神
社
の
算
額 

 
算
額
は
本
殿
内
正
面
左
側
に
掛
か
っ
て
い
ま
し

た
。
可
成
り
黒
ず

ん
で
い
て
、
図
形

は
大
体
見
え
る
も

の
の
、
文
字
の
後

半
は
読
み
づ
ら
い
。

寸
法
は

53.5
×

81.5

㎝
（
１
）
。
問

題
は
二
問
で
、『
埼

玉
の
算
額
』
に
よ

れ
ば
最
後
に
、「
萬

延
二
年
歳
在
辛
酉 

春
三
月
吉
日
令
辰 

上
州
群
馬
郡
板
井

邑 

齋
藤
宣
義
門
人 

當
處 

磯
川
半
兵
衛 

徳
英
印 

印 

南
峨
川
軌
重
謹
書
印 

印 

」
と
あ
り
ま
す
。
四

十
二
歳
頃
の
も
の
で
す
。 

 

一
問
目
を
次
に
示
し
ま
す
。 

有
如
図
菱
内
大
小
三
円
菱
長

二
十
寸
平
一
十
五
寸
小
円
径

問
如
何 

 

答
曰
小
円
径
三
寸 

術
曰
置
長
自
之
加
平
冪 

平
方
開
之
名
天
内
減加
平 

名
人地
以
地
除
人
乗
長
及
平 

以
天
除
之
得
小
径 

合
問 

 

 

こ
れ
は
菱
長
と
平
が
与

え
ら
れ
た
時
に
小
円
径
を

求
め
る
も
の
で
、
容
易
な

問
題
で
す
。
因
み
に
術
文

は
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 
 

 

二
問
目
は
次
の
図
の
よ

う
に
正
方
形
の
中
に
甲
円

と
八
個
の
乙
円
を
容
れ
た

時
に
、
正
方
形
の
辺
が
31

寸
、
甲
円
の
直
径
18
寸
の

時
に
乙
円
の
直
径
を
求
め

る
も
の
で
す
。
簡
単
な
問
題
で
す
が
二
次
式
に
な

る
も
の
で
、
術
文
は
天
元
術
で
解
い
て
い
ま
す
。 2222

22

22

平長

平長

平平長

平平長
　　　＝

天平長
地

人
小円径＝

けると、「天－平」を人と名付

を地、を天とし、「天＋平」平長













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三
、
観
福
寺
の
算
額 

 

こ
の
算
額
の
後
文
は
河
原
神
社
の
算
額
と
似
て

い
て
全
く
同
時
期
の
も
の
で
す
。
た
だ
最
後
の
書

は
「
南
峨
川
恭
書
印 

印 

」
と
な
っ
て
い
ま
す
（「
埼

玉
の
算
額
）
は
抜
け
て
い
ま
す
）。
全
体
的
に
風
化

し
て
読
み
づ
ら
い
。
寸
法
は36.2×

73

㎝
（
１
）
。

問
題
は
二
問
で
一
問
目
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

當
山
淡
談
ニ

付
寺
内
普
請
ニ

而
諸
職
人
雇
入
候

時
大
工
十
六
人
ニ

而
二
十
日
左
官
八
人
ニ

而
十
五

日
屋
根
屋
五
人
ニ

而
十
三
日
平
人
足
二
十
ニ

而
二

十
五
日
右
作
料
銀
貳
貫
五
百
拾
五
匁
也
但
シ
壹
人

ニ

付
大
工
ヨ
リ

左
官
壹
匁
落
屋
根
屋

五
分
落
平
人
足
壹
匁
七
分
落
〆
各

壹
人
分
三
作
料
何
程
ト

問 

 

こ
れ
は
大
工
・
左
官
・
屋
根
屋
・

平
人
足
の
稼
働
と
総
費
用
、
及
び

日
当
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
時

に
各
日
当
を
求
め
る
も
の
。
一
次

式
の
簡
単
な
問
題
で
す
。 

  

二
問
目
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。 

 

今
有
如
図
甲
乙
丙
之
三
方
積
和

一
千
一
百
三
十
三
歩
方
面
逐
差
五
寸
問
各
方
面 

 

こ
れ
は
三
つ
の
正
方
形
の
関
係
と
そ
の
総
面
積

が
分
か
っ
て
い
る
と
き
に
各
正
方
形
の
辺
長
を
求

め
る
単
純
問
題
で
二
次
式

に
な
る
も
の
で
す
。
術
文

は
天
元
術
を
使
用
し
て
い

ま
す
。 

 

因
み
に
天
元
術
の 

は
下
記
の
①

式
に
該
当
し
ま
す
。
和
算
で
は
現
代
数
学
と
書
く

順
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
定
数
項-1008

を
最
初
に
書
き
、
次
に 

の
係
数
、
次
に 

の
係

数
を
書
き
ま
す
。 

 

    河原神社の算額（『埼玉の算額』より） 

   

 

5.3

25157.12520

5.013511582016







x

x

xxx

xとすると条件から大工の日当を   

寸）（

　　①

とすれば条件から

長を一番小さい正方形の辺

1414

01008303

1133125303

105

2

2

222









x

xx

xx

xxx

x

    観福寺の算額（『埼玉の算額』より） 

2x

x
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四
、『
数
理
神
篇
』
の
算
額 

『
数
理
神
篇
』

の
下
巻
に
あ
る
磯

川
半
兵
衛
の
算
額

（
安
政
三
年
）
の

記
述
は
二
問
あ
り

ま
す
が
共
に
難
問

で
す
。
因
み
に
一

問
目
は
円
台
（
円
錐
台
）
を
円
で
穿
去
し
た
と
き

の
交
周
（
二
つ
の
立
体
が
交
わ
っ
た
と
き
に
で
き

る
面
）
を
求
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題

と
河
原
神
社
や
観
福
寺
の
算
額
で
は
質
的
な
差
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
時
期
的
に
は
『
数
理
神
篇
』

の
方
が
五
年
は
や
い
。
こ
れ
は
ど
う
解
釈
す
れ
ば

良
い
の
か
。『
数
理
神
篇
』
の
も
の
は
「
師
の
齋
藤

宣
義
が
解
い
た
も
の
を
磯
川
の
名
で
掲
げ
た
」
と

の
考
え
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

（
謝
辞
）
観
福
寺
の
住
職
様
に
は
突
然
の
訪
問
に

も
拘
わ
ら
ず
親
切
に
対
応
し
て
頂
き
ま
し
た
。
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
参
考
文
献
） 

１
「
埼
玉
の
算
額
と
和
算
家
」
埼
玉
会
館
郷
土
資
料
室 

２
『
埼
玉
の
算
額
』 

３
「
埼
玉
県
数
学
者
人
名
小
辞
典
」 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

日
本
学
士
院
に
行
く 

一
、
は
じ
め
に 

日
本
学
士
院
と
い
え
ば
日
本
の
学
術
の
メ
ッ
カ
。

こ
こ
に
は
沢
山
の
和
算
資
料
が
あ
り
、
誰
で
も
手

続
き
す
れ
ば
資
料
が
見
ら
れ
ま
す
。
八
月
十
二
日
、

暑
い
中
を
上
野
の
日
本
学
士
院
に
和
算
の
資
料
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
今
回
で
四
度
目
の
訪
問
で
す
。

朝
方
電
話
し
、
対
応
し
て
く
れ
る
こ
と
を
確
認
し

て
出
掛
け
ま
し
た
。
対
応
は
頗
る
良
く
、
大
き
な

部
屋
を
冷
房
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
依
頼
し
た

資
料
は
直
ぐ
に
見
せ
て
頂
き
、
大
き
な
部
屋
を
独

り
占
め
し
ま
し
た
。
写
真
撮
影
は
簡
単
な
許
可
願

を
書
く
こ
と
で
、
あ
と
は
独
り
占
め
の
部
屋
で
撮

影
で
き
ま
し
た
。 

拝
見
し
た
資
料
は
「
秩
父
神
社
算
額 

写
」
と

『
側
円
類
集
』
、そ
れ
に『
側
円
類
集
解
義
』で
す
。

と
も
に
前
か
ら
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
で
す
。 

 
二
、
和
算
資
料
の
宝
庫 

和
算
資
料
と
言
え
ば
、
ま
ず
は
東
北
大
学
の
図

書
館
で
す
。
こ
こ
の
資
料
は
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ

て
い
て
多
く
の
史
料
を
居
な
が
ら
に
し
て
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
私
が
千
葉
歳
胤
を
調
べ
た
と
き

は
書
名
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
図
書
館

ま
で
出
掛
け
て
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
順
次
撮
影
し
た
物
が
公
開
さ
れ
今
で

は
歳
胤
の
著
書
も
居
な
が
ら
に
し
て
見
ら
れ
ま
す
。 

次
が
日
本
学
士
院
の
和
算
資
料
で
す
。
目
録
の

本
が
あ
り
、
こ
れ
を
見
な
い
と
ど
の
よ
う
な
資
料

が
あ
る
か
不
明
で
す
。
が
高
価
な
本
な
の
で
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
時
々
欲
し
く
な
り
ま
す
。
学
士
院

の
資
料
は
残
念
な
が
ら
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
は
無
く
、

学
士
院
ま
で
行
か
な
い
と
見
ら
れ
な
い
の
で
、
や

は
り
足
が
遠
の
き
ま
す
。
目
録
だ
け
で
も
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
し
て
頂
け
な
い
か
と
要
望
し
た
ら
、「
今

後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

返
事
が
来
ま
し
た
。 

 

三
、「
秩
父
神
社
算
額 

写
」 

 

明
治
二
十
年
十
一
月
に
都
築
利
治
の
門
人
た
ち

が
秩
父
神
社
に
奉
納
し
た
算
額
は
現
存
し
ま
せ
ん
。

大
正
八
年
九
月
十
三
日
に
新
井
富
美
麿
と
い
う
人

の
書
き
写
し
た
も
の
が
日
本
学
士
院
に
残
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
は
一
年
程
前
で
す
。

こ
れ
を
野
口
泰
助
先
生
が
一
九
五
四
年
五
月
に
書

き
写
し
て
お
り
、
そ
の
資
料
の
コ
ピ
ー
を
頂
い
て

見
て
い
て
分
か
り
ま
し
た
。
三
上
義
夫
の
「
北
武

蔵
の
数
学
」
に
よ
れ
ば
「
大
正
九
年
参
詣
の
時
に

一
見
し
、
同
地

（
秩
父
）
の
新

井
富
美
麿
が
写

し
て
学
士
院
へ

寄
贈
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
八
年
四
月

参
詣
の
時
に
は

再
び
之
を
見
る

こ
と
が
出
来
な

「秩父神社算額 写」（一部） 

（日本学士院） 
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（
編
集
後
記
は
省
略
し
ま
す
） 

か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
七
問
で
九
名
の
名
と
世

話
人
二
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
全
て
容
題
で
あ

り
、『
埼
玉
の
算
額
』
に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
都

築
利
治
に
つ
い
て
は
「
関
流
皆
伝
算
師 

北
埼
玉

郡
種
足
村
住
」と
あ
り
ま
す
が
詳
細
は
不
明
で
す
。

た
だ
、
都
築
利
治
門
人
が
掲
げ
た
算
額
は
鴻
巣
市

の
三
ッ
木
神
社
（
明
治
二
十
八
年
掲
額
、
十
一
題

十
一
人
）、成
田
市
の
新
勝
寺（
明
治
三
十
年
掲
額
、

二
十
題
二
十
人
）
、
そ
れ
に
大
宮
市
の
氷
川
神
社

（
明
治
三
十
一
年
掲
額
、
二
十
題
二
十
人
）
に
も

あ
り
、
明
治
二
十
～
三
十
年
代
に
地
方
で
活
躍
し

た
人
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

四
、『
側
円
類
集
』
と
『
側
円
類
集
解
義
』 

  

至
誠
賛
化
流
の
古
川
氏
清
門
人
の
太
田
保
明
は

天
保
十
四
年(

一
八
四
三)

に
『（
自
問
自
答
）
側
円

類
集
』
を
著
し
ま
す
。
楕
円
と
円
を
絡
ま
せ
た
平

面
図
形
の
問
題
三
十
問
が
あ
り
、
後
文
に
続
い
て

追
加
五
問
が
あ
り
ま
す
。
後
文
は
次
の
よ
う
に
あ

り
ま
す
。（
側
円
と
は
楕
円
の
こ
と
で
す
） 

「

通

計
三
十
條

者
境
内
稲

荷
ノ
社
ニ

歳
々
掲
ル

内
ヨ
リ
側

円
ノ
題
ヲ

拾
取
テ
以

テ
之
ヲ
集

ム
所
謂
全

ク
ノ
類
集
ニ
シ
テ
同
形
ナ
リ
素
ヨ
リ
拙
シ
ト
雖
ト

モ
籠
中
ニ
捨
レ
ン
ヨ
リ
ハ
今
是
ヲ
寫
シ
テ
導
場
ノ

一
笑
ニ
備
ル
而
已
」 

こ
の
書
に
つ
い
て
『
増
修
日
本
数
学
史
』
は
、

「
問
題
集
の
一
小
冊
子
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
選
法

大
い
に
良
し
。
こ
れ
故
に
学
習
問
題
と
し
て
頗
る

算
者
間
に
行
わ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

嘉
永
元
年(

一
八
四
八)

、
忍
藩
（
行
田
市
）
の

伊
藤
慎
平
（
定
敬
）
及
び
そ
の
門
人
妹
尾
金
八
郎
・

田
村
伝
蔵
（
門
人
か
？
）
は
側
円
類
集
の
問
題
を

解
き
『
側
円
類
集
解
義
』
を
著
し
て
い
ま
す
。
三

十
問
を
伊
藤
が
六
問
、
妹
尾
が
十
四
問
、
田
村
が

十
問
解
い
て
い
ま
す
。 

 

伊
藤
の
解
い
た
一
例
は
、
円
内
に
図
の
よ
う
に

三
つ
の

等
し
い

側
円
が

あ
る
と

き
に
、

円
の
径

を
知
っ

て
側
円

の
短
径

を
求
め

る
も
の

で
す
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

「秩父神社算額」(写、野口泰助氏) 

『側円類集解義』の伊藤慎平の解術 

           （日本学士院） 

太田保明の『（自問自答）側円類集』 
の後文（日本学士院） 


